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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

西の名門公立大学「下関市立大学」にようこそ！ 

 

今年度、学士課程に５７７名、うち留学生として８名、編入学生として１７名を迎えました。 

 学部別では、経済学部４０８名、データサイエンス学部８８名、そして看護学部８１名とな

ります。また、大学院修士課程に１０名、特別支援教育特別専攻科に６名をお迎えします。大

学を代表して、皆さんのご入学を心から歓迎いたします。 

第 65 回目となる本日の入学式に、下関市長 前田 晋太郎様ならびに下関市議会議長 林 真一郎

様をはじめ、ご来賓の皆さまと共にこの晴れの日を迎えられましたこと、大変嬉しく思います。 

 

本学は昨年、経済学部・データサイエンス学部・看護学部の 3学部を擁する総合大学として新

たな歴史を歩み始めました。また、世界の数々の名門大学と協定を結び、キルギスやインドネ

シア、ベトナムなどに海外学術拠点を開設するなど、世界 28 の拠点に人材、研究、ビジネスが

往来するレールを敷いています。さらに、大学発ベンチャー企業６社を立ち上げ、博士課程の

設置や、地元企業との連携講座、リカレント教育を推進しています。『SCU Vision 2040』を掲

げ、立ち止まらないことを最大の戦略として挑戦してきたこれらの成果は、今日ここに座って

いる皆さん、そしてこれから入学してくる未来の学生たちのために整えてきたものです。私た

ちは、皆さんがやる気に満ち溢れ、希望と学びへの期待を感じられる大学をこれからも創って

いきます。 

そこで今日は、皆さんが本学の環境を存分に活用し、大学生活をより豊かに過ごせるように、

哲学と科学の観点から私自身心に留める二つの知見を贈りたいと思います。 

 

20 世紀を代表するフランスの哲学者、ジャン＝ポール・サルトルからの学びです。サルトル

は「実存は本質に先立つ」と唱えました。ハサミは「ものを切る」という本質があらかじめ決

まっています。しかし、人間は違います。人間はあらかじめ決められた目的を持って生まれる

のではなく、まず存在し、その後に自らの選択と行動によって自分自身――「本質」を創り上

げていく。偏差値、受験の結果、出身地、家庭環境などは、皆さんの「本質」ではありません。

皆さんはこれからの 4年間で、自ら選択し、行動し、人と出会い、学びを重ねることで、まだ見

ぬ自分自身を創り上げていくのです。最初に申し上げた「西の名門公立大学」とは、誰かに与

えられた称号ではありません。本学もまた、選択し、行動し、挑戦を重ねることで名門大学を

創り上げているところです。そして今日、皆さんがその一員となりました。 

次に、2022 年にイグノーベル賞（経済学賞）を受賞した、イタリアの物理学者が行った「才

能と運」に関する興味深い研究からも学ぶことができます。仮想空間に 1,000 人のキャラクター

を配置し、現実の身長や走力と同じように極端な差のない才能を与えます。そして全員に同じ

初期資金を持たせ、幸運に出会えば資金が倍増、不運なら半減するシンプルなルールでシミュ



レーションを走らせると、最終的な資産格差は現実社会と同じ極端な分布になりました。そし

て重要な発見は、最も成功したのは最も才能ある人ではなく、才能は平均的でも幸運を掴んだ

人だったということです。 

この研究が伝えるのは二つです。1 つは、失敗はあなたの能力不足ということだけが要因では

なく、不運の連続かもしれないということ。そして成功しても、それを実力だけと過信しては

いけないということです。2 つ目は、運が巡ってきたときそのチャンスを最大限に活かせるよう、

能力を磨き努力を重ねておくことは必要だということです。挑戦の回数を増やし、その時が来

たら機会に臨めるだけの能力をつけておきましょう。そうした準備の上で、失敗は運が悪かっ

たと割り切って次の挑戦を続けること、人との出会いや交流を広げることで予期せぬ新しい機

会に遭遇する可能性を高めることが、「幸運を掴む」ための科学的な戦略です。 

 

サルトルは「人間は自らの選択と行動によって自分自身を創り上げる」と説きました。科学

は「挑戦の回数を増やすことで、幸運と出会う確率が上がる」ことを示しています。つまり、

皆さんが自らの意思で選択し、行動し、何度でも挑戦を重ねること――それが、哲学と科学の

両方から裏付けられた、人生を切り拓く最も確かな方法なのです。 

 

最後に、サルトルの思想を象徴する有名な言葉として、「人生とは、B（Birth/誕生）と D

（Death/死）の間の C（Choice/選択）である」と語られることがあります。皆さんの大学 4 年

間は、まさにこの C を繰り返し実践する時間です。どの授業を選ぶか、どのゼミに入るか、誰

と出会い、何に挑戦するか。その一つひとつの選択と挑戦が、まだ誰も見たことのない皆さん

自身を創り上げていきます。選択による失敗を恐れないでください。それはまだ幸運と出会っ

ていないだけかもしれません。大切なのは、失敗しても立ち止まらず、幸運が巡ってきたとき

にそれを活かせるよう、日々の学びと努力を怠らないこと。本学は、皆さんの前に多くのチャ

ンスを用意しています。どうか恐れずに飛び込んでください。 

本日はご入学おめでとうございます。 

 


